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起
舟
と
は
、
吉
初
、
吉
祥
と
も
表
し
、
元
々
、

加
賀
藩
で
は
、
北
前
船
の
船
出
祝
い
を
さ
す

も
の
で
あ
っ
た
が
、
海
運
が
無
く
な
っ
た
後

は
、
漁
師
の
仕
事
は
じ
め
の
行
事
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
。
安
宅
で
は
、
昭
和
四
十
年（
一

九
六
五
）
頃
ま
で
、
カ
マ
ス
や
フ

じ
び
き

ク
ラ
ギ
な
ど
を
対
象
と
し
た
地
曳

あ
み網
漁
が
、
盛
大
に
営
ま
れ
、
網
曳

に
は
、
三
〇
名
位
の
漁
夫
が
こ
れ

に
参
加
し
た
と
い
う
。
こ
の
漁
は
、

春
、
秋
を
中
心
に
、
四
軒
の
網
元

に
よ
り
経
営
さ
れ
た
。

毎
年
二
月
十
一
日
の
起
舟
祭
は
、

漁
の
仕
事
は
じ
め
と
し
て
、
各
網

元
家
に
漁
師
を
集
め
て
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
網
元
と

網
子
と
の
契
約
の
意
味
も
あ
り
、

昼
す
ぎ
に
網
元
の
あ
い
さ
つ
を
皮

切
り
に
、
ヒ
イ
カ
や
ニ
シ
メ
な
ど

の
馳
走
を
盛
っ
た
高
膳
が
網
子
に

振
舞
わ
れ
、
江
刺
追
分
を
唄
っ
た

り
の
宴
会
が
催
さ
れ
た
。

網
元
の
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
行
わ

き
っ

し
ょ
う

起
舟
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安宅住吉神社遠景

安宅住吉神社での大盃飲み廻しの様子
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れ
て
い
た
起
舟
祭
も

平
成
元
年
（
一
九
八

九
）
頃
か
ら
は

安
宅
住
吉
神
社
で
合
同
で

行
わ
れ
て
い
る

祭
当
日
は
神
主
の
祝
詞
の

後

三
升
入
の
大
盃
を
参
加
者
が
廻
し
呑
み

を
す
る

秋
祭
り
（
九
月
七

九
日
）
に
は

海
運
当
時
に
行
わ
れ
て
い
た「
帆
柱
お
こ
し
」

や
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
頃
か
ら
は

じ
ま
り

一
時
中
断
し
て
い
た
曳
舟
（
曳
テ

ン
マ
）
の
行
事
も
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六

〇
）
よ
り
再
興
さ
れ

現
在
は
曳
船
保
存
会

の
人
た
ち
に
よ

て

長
さ
七

幅
二

の
伝
馬
船
に
帆
を
か
け

七
福
神
を
乗
せ

木
や
り
歌
に
あ
わ
せ
て

町
中
を
練
り
歩
く

よ
う
に
な

た

安
宅
地
方
の
一
大
漁
師
祭

と
し
て

人
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
高
桑
守
史
）
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安宅祭り当日の曳舟行事の様子
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